
APEC-越境プライバシールール(CBPR)システム 
• 企業等の越境個人情報保護に係る取組みに関し、APEC情報プライバシー原則への適合性を認証する制度。 
• 申請企業等は、自社の越境個人情報保護に関するルール、体制等に関して自己審査を行い、その内容についてあ
らかじめ認定された中立的な認証機関(アカウンタビリティ・エージェント:民間団体又は政府機関)から認証審査を受
ける。 

• 2016年12月現在、米国、メキシコ、日本、カナダがエコノミーとして参加。 
• 認証機関としてアメリカのTRUSTeとJIPDECが認定を取得。米IBM、Apple、HP等がTRUSTeから認証を取得済
み。 

• 2016年12月、日本のインタセクト・コミュニケーションズ株式会社がJIPDECから初の認証を取得。 

共同監視パネル 
（４）承認確認 
（５）各エコノミーに勧告 
期限内に反対意見がなければＥＣＳＧにより 
承認されたと見なされる 

（６） 認定 

電子商取引運営グループ（ECSG） 

エコノミー 
（２） 審査 
  認証機関としての 
  適性を審査 

（３）指名及び申請書類提出 

（１）申請 

※(1) ～ (6) 認証機関が承認される手順 
   ① ～ ⑤ 企業等が認証される手順 

③ 認証審査 
  自己審査の内容を審査 

企業等 

⑤ 認証企業等の登録、公表 

② 申請 

④ 認証 

（法執行） 

① 自己審査 
・越境個人情報保護に係るAPEC情報プライバシー原則を遵守して
いるか否かの質問票に回答 

アカウンタビリティ・ 
エージェント（認証機関） 

個人情報保護法執行機関 

データプライバシーサブグループ（DPS） 

（メンバー） 

APEC 
APEC/CBPRシステムの概念図 

http://www.meti.go.jp/
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